
 

 

 

 

 

 

午後のパネリストの先生のご発表に関連する論文・サイト等をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何をどう教えればいい？ビジネス日本語クラスを担当することになったら」 

 

 ビジネス日本語クラス担当者にビジネス経験は必要か 

 粟飯原志宣 先生（早稲田大学） 
 

 

・粟飯原志宣（2009）「ビジネス接触場面における日本語母語話者と学習者に生じる問題－海外で日本語を使用す

る日本語母語話者の視点を探る－」『間谷論集』第 3号 大阪大学 

 

・粟飯原志宣(2009)「ビジネス日本語担当者に求められる役割 －求められるものはビジネス経験か－」『Journal 

CAJLE』Vol. 10  

 http://www.cajle.info/wp-content/uploads/2012/06/CAJLE-Vol-10.43-65.pdf 

 

・粟飯原志宣（2012）「ビジネス接触場面における日本語母語話者の問題意識 : 使用言語の違いから見る問題意

識の共通点と相違点」『早稲田日本語教育学』第 11号 

https://dspace.wul.waseda.ac.jp/dspace/bitstream/2065/34148/1/WasedaNihongoKyoikugaku_11_Aibara.pdf 

 

・粟飯原志宣（2013）「初級からのビジネス日本語教育 : 香港の大学生を対象としたコースを事例に (特集 初級

からの専門日本語教育)」(2013）『専門日本語教育研究』 第 15号 

 

 

 

 コース・教室活動デザインとシニアサポーターの活用 

 堀井惠子 先生（武蔵野大学） 

 

・堀井惠子(2010)「プロジェクト型ビジネス日本語教育の意義と課題」『武蔵野大学文学部紀要』第 11号 

 

・堀井惠子（2013）「ビジネス日本語教育におけるシニアサポーター活動の意義と課題」 

『Global Communication』第 2号 武蔵野大学グローバル教育研究センター 

 

・堀井惠子(2013)「留学生の就職とビジネス日本語教育の現状と課題」 ウェブマガジン『留学交流』10 月号 

http://www.jasso.go.jp/about/documents/201310horiikeiko.pdf  

 

・堀井惠子・奥田純子・粟飯原志宣(2010)「「社会につながる，豊かな人材育成」のためのビジネス日本語教育の

課題を整理し，デザインを試みる」『日本語教育学会秋季大会予稿集』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・堀井惠子・奥田純子・粟飯原志宣(2011)「ビジネス日本語における異文化コミュニケーション教育の重要性と教育実

践」『2012年日本語教育国際研究大会予稿集』p.400 

 

 

【関連するサイト】 

・文部科学省「グローバル人材の育成について」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/047/siryo/__icsFiles/afieldfile/2012/02/14/1316067_01.pdf 

 グローバル人材の定義等が書いてある文部科学省の資料です。 

 

・経済産業省「社会人基礎力」http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html 

 社会人基礎力とは何かが書いてある経済産業省のページです。 

 

・国際交流基金「みんなの Can-do サイト」http://jfstandard.jp/cando/top/ja/render.do 

 国際交流基金の Can-doのデータベースを閲覧できます。 

 

・武蔵野大学大学院 言語文化専攻ビジネス日本語コース 

 http://www.musashino-u.ac.jp/graduate_school/language_and_culture/business_japanese.html#TOP 

 堀井惠子先生がコース長を務める武蔵野大学大学院の紹介ページです。 

 

・武蔵野大学 シラバス検索 

 http://www.musashino-u.ac.jp/gakumu/syllabus/syllabus_top.htm 

こちらのページの下部にあるシラバス検索でタイトル（年度）を指定し、フォルダを「言語文化専攻修士課程ビジネ

ス日本語教育コース」に指定すると、ビジネス日本語コースの授業のシラバスが閲覧できます。  

 

・ビジネス日本語研究会 http://business-japanese.net/ 

 ビジネス日本語研究会のホームページです。 

 

【アジア人財資金構想】 

・財団法人海外技術者研修協会『留学生のためのビジネス日本語シリーズ―人材―』(2011) 

http://www.hidajapan.or.jp/jp/project/nihongo/kyozai/index.html 

Project Based Learning の教材がダウンロードできます。 

 

・アジア人財資金構想プロジェクトサポートセンター編（2011）「教育機関のための外国人留学生ビジネス日本語教育

ガイド」経済産業省 http://www.meti.go.jp/policy/asia_jinzai_shikin/studybusinessjapaneseguide.pdf 

アジア人財資金構想のカリキュラムの紹介や、PBL の教材『留学生のためのビジネス日本語シリーズ―人材―』の

紹介、ビジネス日本語教育の評価等について詳しく書いてあります。 

 

・アジア人財資金構想プロジェクトサポートセンター（2011）「教育機関のための 外国人留学生就職支援ガイド」 

経済産業省 http://www.meti.go.jp/policy/asia_jinzai_shikin/supportguide.pdf  

留学生の就活事情・企業の採用動向・教育機関において必要とされる留学生の就活支援等が書かれています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 日本語母語話者への日本語・インターカルチュラル・コミュニケーション教育のすすめ 

 奥田純子 先生（コミュニカ学院） 

 

 

・奥田純子（1996）「異文化トレーニング」『日本語教授法ワークショップ』凡人社 

 

・奥田純子（2012）「ビジネス日本語教育における日本語教育会の動向」『ＡＪＡＬＴ』第 35号 

 

・奥田純子（2012，2013：春号、夏号、秋号、冬号）「連載：グローバル時代のビジネス日本語」『日本語教育ジャー

ナル』アルク 

 

・共著 

石井敏・久米昭元（編集代表）（2013）『異文化コミュニケーション辞典』春風社 

 

 

※PDF,サイトの最終閲覧日は 2014.07.05です。 

 


